
今年度の研究がスタートしました！児童生徒の「生きる力」を育むため、
学年で話し合い、ICTを手立てとして活用を進めていきましょう！
以下は5/19の全体研・学年研を経て、先生方からいただいたご意見・ご

感想になります。たくさんのご意見・ご感想ありがとうございました。まず
は、２か年計画の研究１年目、よろしくお願いいたします。

令和５年６月１５日木曜日
文責：教育推進部 加藤

研究だより第１号

校内研究に関わって意見・感想

【全体研に関わって①】

・主題、副題と「ICTを活用した」とあるので、主題からは抜いてもよいのではないか。

⇨「ICTを活用した」の部分が重複しているとのご指摘をいただきました。主題はすでに学校要覧に
載せていて、修正が難しい状態です。副題から除くと、意図が伝わりづらくなるため、このままの
研究主題でご容赦ください。

・研究のポイントを焦点化するために、指導案の中に研究の要素を入れてはどうか。

⇨そのようにしていきます。

・パワーポイントのある説明で分かりやすかったです。Jamboardの説明ですが、一緒に操作しなが
ら確認すると、スムーズなのかなと思いました。（でも各学年の推進部の説明で、十分伝わるかと
も思うので、今回のやり方でも困ることはないのかなと思いますが･･･少し気になっただけです。）

・「生きる力」の押さえを学校としてどのようにとらえていくのかについて、本研究において、何
が主で、何に焦点を当てていくのかが把握できずにいました。学年としての「生きる力」を考える
にあたり、学部の押さえは？学校は？･･･など、どのような「生きる力」が本校としてめざすべき姿
なのかがない（自分がわかっていないのですみません・・・）と学年ごとに単発の力が整理される
だけになり、一体化、連帯感が見えないなと思っています。ＩＣＴをからめて、授業をつくるにし
ても、「生きる力」をどのようにとらえるのかは必要なので、今後の方向性を考えながら進めて行
けたらと考えます。あくまでもＩＣＴはその押さえを改善、成果づけていくツールだと考えて良い
んですよね？ ⇨ご意見ありがとうございます。学部目標をもとに当該学年の児童生徒における
「生きる力」を考えて頂いていると思います。学部目標は学校教育目標を具体化しており、本校の
目指す児童生徒の姿（知徳体）を具現化することが、「生きる力」の育成に結びついていると考え
ます。ですので、学部目標を基に考えた、児童生徒に育みたい「生きる力」が学部ごと各学年で大
きく異なるものにはならないと考えます。今後、各学年でより整理されたものを全体に還元できれ
ばと思います。ICTが手立てというのは仰る通りです。

・ICTについて勉強します。

・今回のテーマや見通しが分かり良かったです。各学年のテーマと学部目標とをどのような形で連
携させるのかが今後見えてくると良いかなと思いました。（小学部に限らず）

・準備等お疲れ様でした。「うんち」に対してのＡＩの返しが面白くも感心しました。

・授業づくりを通してＩＣＴの活用をみんなで検討できるのは良いなと思います。忙しくて授業に
ついてじっくりと話せる機会がないのでとてもよい機会になると思います。



【学年研に関わって】

・Jamboard、とても良いです。時間が経つのが早いです。タイムタイマーですね！

・６年生の授業を見て、それを深めたり、応用したりした授業をできればと思います。

・担当の先生が誘導してくれたので、簡単に操作ができました。

・Jamboard使いこなせたら便利になるなと思いました。この1年の研究で使えるようになりたいと
思います。

・これから慣れたいと思います。

・ＩＣＴを使いこなせるように頑張ります。

・Jamboardについて初めて知ることができた。

・良かったと思います。何だかんだと楽しくできました。

・操作に慣れればとても使いやすいと思いました。

・iPadの設定が違う機種があり、その設定が大変で分掌だけでするのは難しい（負担が大きい）だろ
うなと感じました。本当に準備等いろいろお疲れ様でした。

・ＩＣＴの使い方の研修テーマなので、各研修のときに、よく使うアプリ、便利ツールなどの紹介が
あると良いなと思いました。お疲れ様でした。

・Jamboardは使用しやすく、今後も使用していきたいです。

・iPadを使用しての研修、とても興味深く、今後の参考となりました。

・リアルタイムに更新していくのが見やすくてよかったです。

・研究の中で実際にICTを活用できたのがよかったです。

～研究だより第１号～
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校内研究に関わって意見・感想

【全体研に関わって②】

・良いです。頑張ります。

・「ICTの活用」と言う本校にとって非常に意義ある研究だと思
います。昨年度の研究をさらに発展していけると良いですね。

・とてもわかりやすかったです。準備お疲れ様でした。（同意見
４）



令和５年度校内研究の概要

学校教育目標
地域社会で心豊かに たくましく 生き
る児童生徒を育てる

重点教育目標
一人一人の教育的ニーズに応じた自立と
社会参加を目指す教育の推進
ー社会に開かれた教育課程の編成と実施ー

研究主題設定の理由
ICTは特別な支援を必要とする児童生徒の学習上または生活上の困難を改善・克
服させ、指導の効果を高めることができる重要な手段である。ICTの活用は、個別最
適な学び、多様な子どもに対する学習支援の充実を図ることに繋がり、児童生徒の
学習の理解を助け、情報活用能力等の育成となる。
以上のことから、ICTの活用は「生きる力」を育成する可能性のある手立てとなり、本
校の目指す児童生徒像および教育目標の具現化につながると考えるため、積極的に
取り入れていきたい。

研究方法
〇ICTを活用し、「生きる力」に焦点をあてた授業実践・ 授業研究
〇成果と課題の共有（報告会の実施）
〇ICTに係る外部講師研修の実施（理論の共有化）

研究仮説
学習場面において、ICTを活用しながら児童生徒が主体的に学ぶことで、生きる力を

育むことができるだろう。

北海道苫小牧支援学校研究計画

研究主題：
ICTを活用した生きる力を育む授業の実践を目指して』

～ICTを活用した授業づくりの基礎を通して～（１年次）

今日の教育的課題

・「生きる力」･･･知・徳・体のバランスの
とれた力であり、変化の激しい現代社会を生
きるために必要な力

・GIGAスクール構想・・・１人１台端末環
境下での新しい学びがスタート。多様な子ど
もたち一人一人に個別最適化され、資質・能

力が一層確実に育成できるICT環境が
整ってきている。



学年研①（5/19）
各学年における育成したい「生きる力」（小）

小学部１年

小学部２年

小学部３・４年

小学部５・６年



学年研①（5/19）
各学年における育成したい「生きる力」（中）

中学部１年

中学部２年

中学部３年

各学年の話し合いの内容をお知らせします（6/2時点）。今後、具体的なICT活用を考えていきますので、文

言を整理したり、より焦点を当てたりすることになります。教育推進部員を中心によろしくお願いします。

付箋の字の見づらさはご容赦ください。ズームインまたは教育推進部の元データの閲覧をお願いします。

【R5】-【12各分掌】-【04教育推進部】-【01.研究関係】-【01校内研究】-【Jamboard】-【0519 学年研①】


